
　

人
種
や
国
籍
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、

お
互
い
の
文
化
や
価
値
観
を
認
め
合
い
、

尊
重
す
る
中
で
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
共
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
多
文
化

共
生
と
言
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
多
文
化
共
生
の
実
現
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

外
国
人
の
生
活
環
境
改
善
へ

　

市
内
の
事
業
所
で
働
く
外
国
人
に
「
勝

山
で
生
活
す
る
中
で
の
困
り
ご
と
」
な
ど

を
福
井
大
学
と
連
携
し
て
聞
き
取
り
調

査
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も

行
い
、
生
活
環

境
改
善
に
向
け

た
施
策
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

調
査
で
は
「
地
域
の
方
と
交
流
し
た

い
」と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

性
的
少
数
者
（
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
）
を
現
す
言
葉
の
一
つ
に
「
L
G
B

T
Q
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
下
記

の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
て
組
み
合
わ

せ
た
言
葉
で
す
。

成
長
と
と
も
に
気
づ
く
性

　

女
の
子
が
男
の
子
を
、
男
の
子
が
女
の

子
を
好
き
に
な
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に

女
の
子
が
女
の
子
を
、
男
の
子
が
男
の
子

を
好
き
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
お
か
し
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
性

別
の
人
を
好
き
に
な
る
か
は
、
成
長
と
と

も
に
気
づ
い
て
い
く
も
の
で
す
。

令和5年4月1日パートナーシップ宣誓制度が始まりました
　勝山市では、性的マイノリティの方などが日常生
活で抱える悩みや生きづらさの緩和と、性の多様性
への理解促進を図るため、パートナーシップ宣誓制
度を4月1日から導入しました。
　制度の導入により、お互いの人権を尊重し、多様
性を認め合い、自分らしく生きることができる社会
の実現に取り組みます。
　なお、この制度は、お互いを人生の「パートナー」

とすることをお二人の意思により宣誓するもので、
勝山市の要綱により定める制度であることから、法
律上の婚姻とは異なり、法的な権利の発生や義務の
付与を伴うものではありません。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

L
G
B
T
Q
の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も

全
て
の
人
が
あ
り
の
ま
ま
で
生
き
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
を
選
ぶ

　
「
ホ
モ
」「
レ
ズ
」「
オ
ト
コ
オ
ン
ナ
」「
オ

ネ
エ
」「
オ
カ
マ
」「
女
ら
し
く・男
ら
し
く
」

と
い
う
言
葉
で
、
も
し
か
し
た
ら
隣
の
人

が
傷
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言

葉
づ
か
い
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
ら

　

も
し
、
知
り
合
い
が
勇
気
を
出
し
て
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
受

け
入
れ
、
困
り
ご
と
や
希
望
し
て
い
る
こ

と
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　

勝
手
に
他
人
に
話
す
の
は
絶
対
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

悩
ん
だ
ら
相
談
を

　
自
分
の
性
に
悩
ん
だ
ら
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
‐
0
0
7
‐
1
1
0

問
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

☎
0
5
7
0
‐
0
0
3
‐
1
1
0

問
福
井
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
7
6
‐
29
‐
2
1
1
1

国
際
交
流
や
異
文
化
体
験
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
‼

　

市
内
で
は
、
国
際
交
流
員
に
よ
る
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ

グ
な
ど
の
国
際
交
流
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
、

市
民
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
が
外
国
人
と
の
交
流
や
異

文
化
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
企
画
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
外
国
人
住
民
と
の
交
流
を
深

め
た
り
、
異
文
化
を
楽
し
む
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

勝山市青少年国際交流
連絡協議会

　外国人住民との交流を深めること
を目的とした協議会の活動が始まり
ました。勝山の四季を楽しみながら
交流する体験イベントなどを開催予
定です。ぜひご参加ください。
問未来創造課（市役所２階）
　☎88 ‐ 1115

その他
　日本文化を外国人住民に体験し
てもらうイベントが市民の有志に
よって開催されています。

Pansexual
パンセクシャル

X-gender
エックスジェンダー

男、女だけでなく
全ての性が恋愛対象
こころの性が
男でも女でもない

GGay
ゲイ

男性を好き
になる男性

LLesbian
レズビアン

女性を好き
になる女性

BBisexual
バイセクシャル

女性も男性も
好きになる人

TTransgender
トランスジェンダー

からだの性と
こころの性が
異なる

QQuestioning
クエスチョニング

自分のこころの性と
恋愛対象が
わからない

LGBTQはたくさんある性の中のごく一
部です。他にもたくさんの性があります。

more 多様な性…

性の多様性について
はこちら

手引書は
こちら

制度の詳細
はこちら

えんフレンズ
ホームページ

OICのSNS
（Facebook）

多
文

共
生

化調査の様子

グローバルな子どもたちへグローバルな子どもたちへ
国際交流員と園児の国際交流スタート国際交流員と園児の国際交流スタート
　　市では、幼いころから英語や異文化にふれあうことで、多様市では、幼いころから英語や異文化にふれあうことで、多様
な人と自由に笑顔で話せるよう、国際交流員が市内の認定こどな人と自由に笑顔で話せるよう、国際交流員が市内の認定こど
も園、保育園、幼稚園を訪問する事も園、保育園、幼稚園を訪問する事
業をスタートさせました。また、8月業をスタートさせました。また、8月
からは、国際交流員を1人増員し、市からは、国際交流員を1人増員し、市
内小学校の1・2年生にも訪問活動を内小学校の1・2年生にも訪問活動を
広げていく予定です。広げていく予定です。

市民団体も活動中

多

化

生

文

共

LL
GG
BB
TT
QQ

勝山市日中友好協会
　中国の文化を楽しむイベントを
開催しています。

奥越国際交流クラブ（OIC）
　奥越地域で、外国人との交流や
外国人向けの研修会などを開催し
ています。

えんフレンズ
　子どもたちと外国人が英語を
使って交流する「国際交流デイ
キャンプ」などを開催しています。

いろいろな「好き」「心」のかたち

特集　多様性を受け入れる社会へ特集　多様性を受け入れる社会へ
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